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■「Web2.0」とは？■■「「Web2.0Web2.0」とは？」とは？

H18情報通信白書より

■「Web2.0」とは？■■「「Web2.0Web2.0」とは？」とは？

インターネットの普及→情報発信＆検索コストの極限ま
での低下→とにもかくにも情報発信！

情報を発信する人と探している人のマッチングや同好の
士を集めることを極めて容易に！

人間は、自分が他者とは異なることを表現して自己実現
を図り、また他者との関係性において自分の存在意義を
見出そうとするもの→ブログやSNSの普及

誰でも専門知識なしで自由に情報発信できる→未整理な
情報の氾濫→他者の評価や権威ある人の評価が気になる
→口コミサイトやカリスマ消費者の人気

整理された価値ある情報を作り出す作業に自ら“参加・
貢献”→共感できる“集合知”を作り、利用できること
の発見と感動 寒地土木研究所 寒地道路研究グループ

http://www2.ceri.go.jp

■「Web2.0」のドライブ情報への影響(1)■■「「Web2.0Web2.0」のドライブ情報への影響」のドライブ情報への影響(1)(1)

““利用者参加利用者参加””：テレマティクス・サービス各社が会員
の車両走行情報をプローブ情報として利用
“ホンダ・インターナビ”では災害時に活用→通行でき
ない個所や通行可能な道路をいち早く情報共有

““オープン指向オープン指向””：グーグルが自社のマップシステムの
APIを公開→これを用いたドライブ情報サイト多数
→“しりべしｉネット”“秋田つるつる路面ナビ”

NEXCO東日本では、ブログ向けに高速道路料金検索
パーツを無償提供

““参加・貢献・共感参加・貢献・共感””：“とるぱ”写真を撮るパーキン
グ～利用者からの投稿という形式→投稿者自らが仲間に
伝えてサイトを広く周知
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■「Web2.0」のドライブ情報への影響(2)■■「「Web2.0Web2.0」のドライブ情報への影響」のドライブ情報への影響(2)(2)

““共感できる情報提供共感できる情報提供””：“高速道路ヒヤリマップ”
～誰も経験したことがあり、事故防止に役立つ情報

““集合知の利用集合知の利用””：宿泊予約サイトにおける他の消費者
の評価
→ドライブ計画を練る際にも穴場情報や地域の生きた情
報が知りたい
→“日産・カーウィングス”では、RSS（ニュースやブ
ログなど各種のウェブサイトの更新情報を簡単にまとめ、
配信するための幾つかの文書フォーマットの総称）によ
り自治体ホームページ等から旬な地元観光情報を収集、
クルマの位置に応じてカーナビで提供
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シーニックバイ
ウェイ北海道
へのリンク他

距離と時間検索

気象情報や観光
情報へのリンク他

峠情報

道路気象情報

道路通行止め

新着情報

1999年7月の開設以

来８年が経過
2006年度の年間ア
クセス件数は140万
件超
2006年度の日平均

アクセス件数は
3,900件超
2006年度の距離と

時間検索の使用回
数は250万回超

northern-road.jp/navi/

ロードマップ

ライブカメラ

■北の道ナビ アクセス状況（１）
～TOPページのアクセス～

■■北の道ナビ北の道ナビ アクセス状況（アクセス状況（１１））
～～TOPTOPページページのアクセス～のアクセス～
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■北の道ナビ アクセス状況（２）
～海外からのアクセス～

■■北の道ナビ北の道ナビ アクセス状況（２）アクセス状況（２）
～～海外からのアクセス～海外からのアクセス～

英語英語

韓国語韓国語

中国語（簡体字）中国語（簡体字）

中国語（繁体字）中国語（繁体字）

4ヶ国語対応

2007年6月 約5,000件/月
前年同月比で約１.５倍！
特に中国語(繁体字)ページへの
アクセス増加が著しい！

約1.5倍
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距離と時間検索の出発地や目的地を固定したリンクAPIの外部提供
http://northern-road.jp/navi/time/?arr=019002

■「北の道ナビ」～“オープン志向”の取組み■■「北の道ナビ」「北の道ナビ」～～“オープン志向”の取組み“オープン志向”の取組み

例）目的地＝道の駅スタープラザ

「北の道の駅」（北海道地区「道の駅」連絡会HP）の例

当該道の駅を目
的地や出発地に

したリンク

目的地が「道の駅ス
タープラザ」になっ
た距離と時間検索
ページを表示
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【利用者の声（抜粋）】
北海道のドライブ観光のミニアンケート結果が記載
されており、ドライブの際に大変参考になりました。

■「北の道ナビ」～“参加・貢献・共感”の取組み■■「北の道ナビ」「北の道ナビ」～～“参加・貢献・共感”の取組み“参加・貢献・共感”の取組み

“ドライブしたい道”
“あなたが好きな景色のよい道”

“あなたの好きな休憩場所”～現在実施中！

ミニアンケートの実施

2006年春に実施

寒地土木研究所 寒地道路研究グループ
http://www2.ceri.go.jp

■「北の道ナビ」～改善要望アンケート（１）■■「北の道ナビ」「北の道ナビ」～改善要望アンケート～改善要望アンケート（１）（１）

比較的簡単な少数の設問と自由記述で構成→利用者ニーズ収集→改善へ
アンケートは継続的に長期間実施
～2007年12月14日からの８ヶ月間で412件の回答あり

この他、“峠情報”“北の道再発見”
“北の道倶楽部”のページで実施

例えば、ドライブマップにつ
いては、改善要望を受けこの
夏リニューアル。
全道を道央・道南・道北・道
東・十勝の５区分にしてス
ケールを統一、情報も見やす
く改善。
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「距離と時間検索」については、全体の９０％が「役立った」或いは
「やや役立った」と回答、評価が高い。
しかし一方で、7４％の人が「改善要望あり」と回答
（改善要望アンケートであることも考慮必要）
具体的な改善要望としては、経由する観光地の充実や冬期道路情報の充
実等を挙げるユーザーが多い。

【アンケートの自由記述の例（抜粋）】

■「北の道ナビ」～改善要望アンケート（１）■■「北の道ナビ」「北の道ナビ」～改善要望アンケート～改善要望アンケート（１）（１）

■経由する観光地の充実について
年に数回フェリー＆マイカーにて北海道に行きます。毎回アレンジしながらいろ

んな所へお邪魔してます。というわけで、検索項目の観光地の欄にメジャーな場所
だけでなく、比較的マイナーと思われる場所も付け加えて欲しいです。例えば話題
の温泉地とか。 ※道外利用者（新潟県）からの意見

■冬期道路情報の充実について
移動時間について、冬期間の記載もあるとうれしい。また、冬期通行止めを反映

した記載がほしい。 ※道内利用者からの意見

寒地土木研究所 寒地道路研究グループ
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日本で唯一日本で唯一の道路関連情報のの道路関連情報のXMLXML（（Extensible Markup LanguageExtensible Markup Language））
・道路の環境や状態に関する情報を道路上の位置や時間と関係づけて記述・道路の環境や状態に関する情報を道路上の位置や時間と関係づけて記述
・外部から機械的にも情報の意味が分かるようになる・外部から機械的にも情報の意味が分かるようになる

＝＝インターインターネット上の道路情報流通が可能に！ネット上の道路情報流通が可能に！
・データの分散・データの分散配置配置による有効利用が可能になるによる有効利用が可能になる
・道路情報を利用した情報提供システムの構築が容易に！・道路情報を利用した情報提供システムの構築が容易に！

■道路用Web記述言語RWMLとは？■■道路用道路用WebWeb記述言語記述言語RWMLRWMLとは？とは？

RWML専用サイト
http://rwml.its-win.gr.jp/

<road<road--surface>surface>
<observe<observe--route>route>
<route<route--name>name>一般国道一般国道230230号号</route</route--name>name>
<route<route--position>position>10.0KP/12.0KP10.0KP/12.0KP</route</route--position>position>

</observe</observe--route>route>
<observe<observe--time>time>20032003--0202--01T18:00+9.0001T18:00+9.00</observe</observe--time>time>
<surface><surface>圧雪圧雪</surface></surface>
<surface<surface--temperature>temperature>--7.57.5</surface</surface--temperature>temperature>

</road</road--surface>surface>

この記述では、この記述では、20032003年年22月月11日日1818時現在時現在、、

一般国道一般国道230230号号ののキロポストキロポスト1010--12km12kmの区間の区間で、で、
路面は路面は 圧雪圧雪、路面温度は、路面温度は --7.57.5℃℃
ということを表現している。ということを表現している。

【【RWMLRWMLの記述例の記述例】】1997年末から当所が共同研究グルー
プと開発し、技術情報を公開

寒地土木研究所 寒地道路研究グループ
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分散配置された
XMLデータ(RWML)

インターネット

道路情報
・通行止情報
・ﾃﾚﾒｰﾀ情報

気象情報
・注意報・警報
・天気予報

地域情報
・イベント
・催事

収集収集

携帯電話

パソコン

道路利用者

インター
ネット

提供提供

収集 編集 提供

情報収集
提供サーバ

■道路用Web記述言語RWMLの活用イメージ■■道路用道路用WebWeb記述言語記述言語RWMLRWMLの活用イメージの活用イメージ
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■XMLを活用した距離と時間検索の高度化計画■■XMLXMLを活用した距離と時間検索の高度化計画を活用した距離と時間検索の高度化計画
●●通行止め通行止めRWMLRWMLの表示の表示

検索した経路上の
通行止め情報を表示

検索した経路上の
峠の道路カメラを表示

□□付近 □□付近

●●道路カメラ道路カメラRWMLRWMLの表示の表示

検索した経路上の
景観ポイントを表示

●｢第36回いちご豚肉まつり｣6月10日(日) 10:00～14:00 豊浦海浜公園
●GW期間・トラクターワゴン（馬車）運行中！お一人５００円でアイス付！

●当麻町特産の「でんすけすいか」、物産館店頭販売開始しました。

●新ご当地グルメ「深川そばめし」発売中です、是非ご賞味下さい！

●ほくほく祭り開催決定（9月2日）！当日は、駐車場も込み合います。

当駅
からの
お知らせ

●地域情報RSSの表示

検索した経路上の道の駅から
発信される地域情報を表示

●景観ポイントRWMLの表示

将来的には、利用者から寄せられた“好き
な景色の道”“好きな休憩施設”の情報等が

検索結果に表示されたり、景色優先・走り
やすさ優先といった好きな条件で検索でき
るように

さらに、リアルタイムに変化する道路状況
も反映した検索結果が表示できるように

寒地土木研究所 寒地道路研究グループ
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■メール通知サービス「北の道ウォッチ」の試験構築■■メール通知サービス「北の道ウォッチ」の試験構築メール通知サービス「北の道ウォッチ」の試験構築
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■道の駅情報端末とRSSを活用した地域情報提供■■道の駅情報端末と道の駅情報端末とRSSRSSを活用した地域情報提供を活用した地域情報提供
「道の駅」情報提供端末
（画面のリニューアル）

※道の駅：北海道内１００箇所に整備
される駐車場・トイレ・休憩施設

（北海道開発局）

道の駅連絡会の地域情報の有効活用
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■まとめと今後に向けて■■まとめまとめと今後に向けてと今後に向けて

利用者は、自らが“参加・貢献・共感”できる情報提供を
望んでおり、価値ある情報を他の利用者と共有したいと強
く望んでいる。そうした“共感できる情報提供”が今後の
ドライブ情報提供には欠かせない要素になる。

ドライブ情報提供の分野では、まだ“集合知の利用”まで
至っている事例は少ない。快適はもとより、安全・安心に
関する情報についても、“集合知の利用”ができるような
情報提供の取り組みが今後求められる。

「北の道ナビ」でも、“オープン指向”や“参加・貢献・
共感”の情報提供を一段と進めるとともに、「距離と時間
検索」の高度化などを通じて、利用者が共感できる情報提
供を模索していきたい。

最後に、ご協力いただいた利用者各位に感謝の意を表する。

寒地土木研究所 寒地道路研究グループ
http://www2.ceri.go.jp

Northern Road Research
““北の道リサーチ北の道リサーチ””

寒地土木研究所 寒地道路研究Ｇ

www2.ceri.go.jp

寒地道路研究Ｇへのお問合せは

road@ceri.go.jp
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